





























































































商圏 第1次商圏（高〕 第1次商圏（中〕 第1次商圏（低〕第1次商圏地区 第2次商圏地区 第3次商圏地区 影響圏地区 計
沼津商圏 2 O O 2 3 8 1ユ 24
三島商圏 0 1 1 2 3 10 1・ 16
函南商圏 O O 1 ユ 1 ユ 4 7
富士商圏 0 2 2 4 1 1 1 7
静岡商圏 1 O 1 2 3 5 13 23
焼津商圏 O 1 1 2 1 1 2 6
島田商圏 0 4 2 6 2 2 ユ 1ユ
浜松商圏 4 3 5 12 8 8 3 31


















商圏 第1次商圏人口 第2次商圏人白 第3次商圏人口 影響圏人口 計
沼津商圏 210880 74864297491 259981 8432ユ6
三島商圏 150926 66836 197537 72407487706
函南商圏 38809 ユ9866 41030 149043 248748
富士商圏 266023 9477 9610 121580406690
静岡商圏 478837 2ユ3691 284862 476488 1453878
焼津商圏 132555 22838129046 54882339321」
島田商圏 113552 5488249693 129046 347173
浜松商圏 831777 208041179076 工29161 1348055










































商圏 食料・日用品 食料・日用品 衣料・家電・ 衣料・家電・ 平均時間 平均距離
（時間） （距離） 家具（時間） 家具（距離） （分〕 （km）
沼津商圏 14．O 9．3 22．5 15．0 18．2 12．2
三島商圏 14．4 9．6 23．C 15．3 18．7 12．5
函南商圏 1310 8．7 21．9 14．6 17．5 11．7
富士商圏 14．1 9．4 22．7 工5．1 18．4 12．3
静岡商圏 12．2 8．1 24．8 16．5 ユ8．5 12．3
焼津商圏 1ユ．6 7．7 21．4 14．2 16．5 ユ1．0
島田商圏 12．2 8．1 24．1 ！6．O 18．1 12．1
浜松商圏 13．7 9．工 22．9 15．3 18．3 12．2
掛川商圏 12．9 8．6 22．3 14．9 17．6 11．7










































































変数 第1因子 第2因子 第3因子
近い O．048 0．822 一〇．149
価格が安い 凹0．191 一0．226 O．231
品質が良い O．340 O．629 一〇．313
商品の選びやすさ 一〇．618 O．221 O，364
品数豊富 O．325 一〇、734 0．356
駐車場の広さ 一0．582 一〇．531 一〇．444
接客 O．786 一〇．024 O．088
商品そこだけ 一〇．248 O，39ユ OI674
顔なじみ O．649 一〇．201 一〇、173
その他 O．408 O，038 O．535
寄与率（％） 22．5 21．9 14．1




都市 第1因子 第2因子 第3因子
静岡市 O．046 O．572 一〇．528
浜松市 一〇．220 O．562 一〇．968
沼津市 一〇．232 O．077 一〇1734
熱海市 一2．311 一〇．305 一〇．803
三島市 一〇．ユ03 一〇．079 一〇、741
富士宮市 一〇．367 O．677 01294
伊東市 一〇．921 一〇．386 一〇1389
島田市 ■O．282 O．266一〇．274
富士市 一〇．301 一〇．118 一〇、569
磐田市 O．505 O．857 O．313
焼津市 一〇．126 1．307 O．799
掛川市 ■O．138 01936 ■0．025
藤枝市 O．012 O．604一0．497
御殿場市 ’O．232 O1084一〇．631
袋井市 0．246 1．611 一〇．093
下田市 一〇．358 一2．466 一0．424
裾野市 一〇．793 一〇．202 一1．230
湖西市 O．067 O，190 O．525
伊豆市 O．477 一〇．842 一〇．236
御前崎市 一〇1ユ74 一〇．039 2．383
菊」l1市 O．300 O．898 一〇．147
伊豆の国市 1．059 一〇．186 一〇1991
牧之原市 一〇．307 O．360 O，617
東伊豆町 一〇．838 一11844 2．741
河津町 一〇．505 O．914 一1．060
南伊豆町． 一1－014 一〇．815 一1．016
松崎町 3．086 一〇．752 一1．270
西伊豆町 O．603 1．101 2．229
函南町 一〇．505 1．099 O．316
清水町 一1．117 1．012 一0．837
長泉町 O．041 O．401 O．113
小山町 一11190一2．6例 O．740
芝川町 一〇．261 一1．151 1．457
富士川町 O．234 一〇．349 1－207
由比町 O．046 一1．884 一1．263
岡部町 一0．714 1．381 O．317
大井川町 一〇．ユ59 一〇lO08 0．881
吉田町 1．O01 O．936 1－289
川根町 1，756 一1．132 O．206
川根本日丁 3．372 一〇．380 0．069

































































変数 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
近い O．562 O．097 一0，328 一〇．523
価格が安い 一0．589 O．538 一〇．216 O．068
品質が良い 0．777 一0．104 O．064 一〇．04ユ
商品の選びやすさ 一0．068 0．719 0．238 一〇．069
品数豊富 一〇．471 一0．256 O．553 一〇．156
駐車場の広さ 一0．712 一〇．463 一〇、19ユ 一〇．00ユ
接客 0．785 一0．04ユ O．340 一0．035
商品そこだけ O，24ユ 一〇．570 一0．121 O．507
顔なじみ O．ユ40 O．316 O．482 O．606
その他 0．249 0．269 一〇．631 α429
寄与率（％） 27．6 16．O 13．2 11．2




都市名 第ユ因子 第2因子 第3因子 第4因子
静岡市 一〇．694 ■O．424 一〇．203 一〇．801
浜松市 0．4ユ5 O．362 ■O．535一1．359
沼津市 O．067 凸O．782 一〇．719 一〇．550
熱海市 一2．537 一1．568 一1，149一〇．310
三島市 O，498 一〇．744 一〇．963 一〇．513
富士宮市 1．251 一〇．032 一〇．764 O．161
伊東市 ■O，667 一1．545 一1．266 一〇．197
島田市 一〇、154 一〇．177 O．729 O．43！
富士市 O，O07 一〇．678 一C．015 一〇．407
磐田市 1．370 一〇．7ユ2 一〇．022 一〇．156
焼津市 O．827 O．899 一〇．398 O．821
掛川市 1．277 O．503 『O．8531O．353
藤枝市 O．461 一〇．736 O．153 一〇．584
御殿場市 一〇．096 一〇．108 一〇．782 一〇．572
袋井市 1．802 O1105 O．466 一〇．022
下田市 一〇．510 1．605 一〇．547 1．599
裾野市 一〇．469 O．180 一〇．469 一〇．408
湖西市 O．154 O．359 1．143 O．674
伊豆市 一1．076 一〇．428 O．272 一〇．189
御前崎市 1．024 01509 一〇．962 一1．205
菊川市 1．553 O．342 一〇．610 O．623
伊豆の国市 O．046 川O．457 一〇．084 一1．386
牧之原市 O．9Cl O．358一〇．253 1．476
東伊豆町 一1．166 一〇．120 一〇．627 1．308
河津町 ■O．843 2．769 一〇．328 一〇．166
南伊豆町 一1．311 一〇．856 O．851 O．969
松崎町 一〇．080 O．880 3．168 一〇．491
西伊豆町 一〇．178 O．989 一〇．315 1．398
函南町 一〇．287 一〇．325 一〇．152 一2．201
清水町 O．499 一〇．524 一〇．0ユO O．957
長泉町 一〇．550 O．083 一〇．5C7 一〇．955
小山町 一11540一〇、184 O．565 O．217
芝川町 一1，243 O．ユ23 00．233一〇．785
富士川町 O．475 一1，339 1．614 一〇．340
由比町 一〇．485 一2．383 01897 1．579
岡部町 一〇．369 1．779 一2．286 1．181
大井川町 O．53ユ O．028 一〇．979 一〇．570
吉田町 O．985 O．70ユ 1．325 O．226
川根町 O．622 ■O．628O．570 2．064
川根本町 一2．345 2．298 1．758一〇．530
森町 1．253 O．648 1．596 一1，969
新居町 01584■O．772 O．923 1．333
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図8　買回り品に関する第1因子得点
図9　買回り品に関する第2因子得点
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静岡県における商圏および消費者行動の意識特性
　図10　買回り品に関する第3因子得点
図11　買回り品に関する第4因子得点
一19一
（3）最寄品の第2因子得点において、得点の大きさに関わらず、比較的東西、
　　中央に均等に分布しており、あまり大きな特徴は見られない。取り分け、
　　東方においてマイナスに絶対値として高い地域が比較的多い。
（4）最寄品の第3因子得点において、マイナスに絶対値として高い因子得点を
　　有する地域は、ほとんど東方の伊豆半島の先端に位置する地域である。し
　　かし、こ札らの地域に接している一部の地域では相反する特性を有してい
　　る。
（5）買回り品の第ユ因子得点において、西方はプラスに高く、東方はマイナス
　　に絶対値として高い地域が比較的多い傾向がある。
（6）買回り品の第2因子得点において、中央部および東方にマイナスに高い地
　　域がある。
（7）買回り品の第3因子得点において、どちらかというと、プラスに高い地域
　　は比較的西方に位置しており、マイナスに絶対値として高い地域は東方の
　　関東圏と接している地域である。
（8）買回り品の第4因子得点において、マイナスに絶対値として高い地域は、
　　西方と東方の地域に見られる。
　ちなみに、これらの分析結果をエリア・マーケティング日の戦略の観点から分
析することも可能であるが、ここでは省略する。
v　まとめにかえて
　本研究では、まず経済地理学や都市経済学で説明されているランク・サイズ
モデルおよびBeckmannのモデル、さらには数学におけるフィボナッチ数列に
対しての商圏への応用可能性を探った。とくに、つがいの例で説明されている
フィボナッチ数列の一般式を、いくつかの商圏地区から成る浜松商圏に応用す
ると、その地区数におけるフィボナッチ数が商圏人口と一致することが分かっ
た。これに対する直接的な理由は分からないが、大きな人口規模を有し、かつ
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静岡県における商圏および消費者行動の意識特性
商圏地区数の多い商圏においては、世代にわたる家族構成と買い物行動がこの
ような結果を生み出しているのではないかと考えられる。ついで、静岡県のア
ンケート調査データに因子分析を応用することによって、同県の消費者の購買
行動の意識特性を地域別に導いた。その特性において、商圏と都市とは必ずし
も一致しないが、同県の比較的中央に位置している静岡市においては顕著な特
性が見られず、比較的西方と東方の都市では相反する性格が見られたことは興
味深い。これは、関西と関東の影響がもたらした結果であろうか。
　今後は、エリア・マーケティングとしての戦略を考えることも視野に入れ、
商圏のシステムと消費者行動がどのように関わっているかを理論的に解明する
ことが課題として残される。
注
1　最近では、McCann（200ユ、chap．2）およびC且pe11o（2007，chap．3）などがある。
2　これに追随する他のモデルについては、室井（1979，pp．124－154）を参照せよ。
3　これらのモデルを応用したモデルについては、BerryandParrwithGEpstein（ユ988）を
参照せよ。
4　これについては・DiPasqua1and　Wheat㎝（1996，pp．工32－133）および神頭（2004，pp．62－67〕
　を参照せよ。
5　この調査は、昭和39年から3年ごとに実施されており、調査期間は平成ユ8年7月3日～
7月19日で、静岡県全域の公立中学校2年生のいる家庭を調査対象としている。調査票の配
布教は33273件で、回収率は70．7％である。
6　ただし、これは都市内の商圏を対象とする場合は、DID（人口集中地区）人口を示す。
7　この数列については、鷹尾1200ユ、pp．68－80〕、瀬山12008，pp．115－134〕および上村（2008、第
8章〕を参照せよ。ちなみに、この数列は黄金分割比の方程式から求めることができる。
8　ちなみに、フィボナッチ数列の和の公式は、ビネの公式から
へ・巧・トト六（（トヅー（ザ亨ブ十2）一・が導帆
9　これについては、ひとつの特徴としてエリア1地域とその市場）の個別二一ズに応えるマー
ケティングとしている。〔米田｛2008，pp．28－32〕を参照〕
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